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実 りの沼  多
た

々
た

良
ら

沼
ぬま

「実りの沼」～ “麦
ばく

都
と

”館林を支えた多々良沼～

❖ 多々良沼とその沼辺に細長く連なる松林。そこには「た
たら」の地名の由来となった古い時代の製鉄の痕跡と、
500年前の開拓者大

おお

谷
や

休
きゅう

泊
はく

による植林と用水堀開削の
歴史が刻まれている。多々良沼は、人々の暮らしを支
える生業の場としての「里沼」へと拓

ひら

かれてきた。

❖ 沼からの用水によって潤された田畑は、米と麦との二
毛作が可能となり、江戸時代には館林藩から将軍家へ
小麦粉が献上されたように、館林は麦の産地となった。
明治期になると麦を生かした近代製粉業や醸造業が興

おこ

り、“麦都”となった館林では、麦を原料とした麦
むぎ

落
らく

雁
がん

やうどん、醤油が名産品となった。「里沼」による水と
大地の恵みは、多々良沼を「実りの沼」へと進化させ、
現代の館林の食品産業の興隆へと結実している。

❖ 「実りの沼」は漁労の場としても人々の暮らしを支え、
鯰
なまず

の天ぷらや鯉
こい

の洗い、鮒
ふな

の甘露煮など沼の幸を活か
した個性ある食文化をもたらした。長年培われてきた
様々な味わいは、里人たちの貴重なたんぱく源となり、
もてなしや晴れの日の料理として今も暮らしに根付い
ている。

令和元年度文化庁「日本遺産」認定
里沼（SATO-NUMA）―「祈り」「実り」「守り」の沼が磨き上げた館林の沼辺文化―

《ストーリー概要》

　関東の山々が一望できる館林では、今も多くの沼と
出会うことができる。館林の沼は人里近くにあり、「里
山」と同様に人々の暮らしと深く結び付き、人が沼辺
を活かすことで良好な環境が保たれ、文化が育

はぐく

まれて
きた「里沼(SATO-NUMA)」であった。館林の里沼は、
沼ごとに特性が異なる。その歴史を紐

ひも

解
と

くと、里沼の
原風景と信仰が共存する茂

も

林
りん

寺
じ

沼
ぬま

は「祈りの沼」、沼の
恵みが暮らしを支えた多

た

々
た

良
ら

沼
ぬま

は「実りの沼」、館林城
とつつじの名勝地を守ってきた城

じょう

沼
ぬま

は「守りの沼」と言
い換えることができる。館林の里沼を辿

たど

れば、それぞ
れの沼によって磨き上げられた館林の沼辺文化を味わ
い、体感することができる。

日本遺産とは平成27（2015）年度に
文化庁が創設した制度であり、地域
の歴史的魅力や特色を通じて、我が
国の文化や伝統を語るストーリーを、
日本遺産として認定するものです。
令和２（2020）年度までに全国104件
が認定されています。

【里沼（さとぬま）】

沼は、古代・万葉の頃には「隠沼（こもりぬ）」と詠われ、
水辺の草木に囲まれてひっそりとした佇まいを持ち、人
を寄せつけない神聖な場であった。いつしか、人々が沼
に近づき集う中で、暮らしと結びつき、沼と共生した生
業や文化が生まれ、沼は「里沼」となった。里沼は、自然
と暮らしが調和した生活文化を今に伝える、我が国の貴
重な財産である。新田開発や近代化の波にもまれ、各地
から沼が消え去りつつある今、館林では、時を重ねなが
ら、それぞれの特性を磨いてきた、希少な里沼を見るこ
とができる。

❺ 多
た

々
た

良
ら

沼
ぬま

未指定（名勝地）

館林市の西北部にある
周囲約７㎞の沼で、平
安時代に行われた蹈

た

鞴
たら

製鉄から名付けられた
という。中世の開拓者大谷休泊により多々良沼から
用水が開削され、その水で潤された台地では米麦の
二毛作が盛んとなり、肥沃な穀倉地帯を育んだ。こ
の「実りの沼」からとれる鯉

こい

や鮒
ふな

、鯰
なまず

や鰻
うなぎ

などは、里
人の貴重なたんぱく源となった。

❻ 多
た

々
た

良
ら

沼
ぬま

遺
い

跡
せき

(カナクソ)
未指定(遺跡)

多々良沼北岸にある
遺跡で製鉄生産址と
伝わる。現在の日向
漁港の沼辺では、冬
に水位が下がると、「カナクソ(金糞)」と呼ばれる製
鉄の時に出された鉱滓を見つけることができる。

〔※多々良沼野鳥観察棟で展示〕

❼ 内
ない

陸
りく

古
こ

砂
さ

丘
きゅう

未指定(地質鉱物)

利根川が形成した自然
堤防の砂層で、館林市
南西部から多々良沼東
岸まで続く。砂鉄を豊
富に含み、多々良沼の伝説につながる製鉄時の砂鉄や
薪などの資源供給地点となった。古砂丘斜面の松沼町
遺跡からは古代の炭焼窯跡が発見された。

❽ 大
おお

谷
や

休
きゅう

泊
はく

の墓
はか

群馬県指定史跡(遺跡)

中世の開拓者大谷休泊
の墓。休泊は戦国時代
の館林城主長尾顕長の
招きに応じて領内に住
み、渡良瀬川からの用水(上休泊堀)と多々良沼か
らの用水(下休泊堀)を引いて、周辺の田畑を潤した。
多々良沼周辺の松林は休泊の植林事業によるもので
ある。

❾ 上
かみ

三
み

林
ばやし

のささら
館林市指定重要無形民俗(芸能)
館林市南西部の上三林町に伝わる民俗芸能。多々良
沼からの用水によって、二毛作が盛んとなった地域
で、江戸時代中期から五穀豊穣と厄病神追払の祭事
として行われ
てきた。町内
の雷電神社の
祭礼に合せて
棒術と獅子舞
を奉納しなが
ら、地区内を
巡行する。

10 封
ほう

内
ない

経
けい

界
かい

図
ず

誌
し

群馬県指定重要文化財(歴史資料)
安政２年(1855)に館林城
主秋元志朝によって作成さ
れた領内52か村の彩色村
絵図。村ごとに土地利用が
色分けされ、江戸時代の沼
の形が一目でわかる。河川や田畑、集落の範囲も描
かれ、人々の暮らしと沼との関わりを知ることがで
きる。 〔※館林市第一資料館で展示〕

11 沼
ぬま

の漁
ぎょ

具
ぐ

と日
ひ

向
なた

舟
ぶね

未指定(有形民俗)

館林市内の沼では、広く
網を仕掛けて、舟に乗っ
て集団で行う追い込み漁
のほか、ハズ漁・ヤス漁
などが行われ、さまざま
な漁具が生まれた。沼に
よって使用する舟も形が
違い、多々良沼の舟は、
冬に凍結した氷から舟べ
りを保護するために一枚板を取り付けており、「日向
舟」と呼ばれている。 〔※館林市第一資料館で展示〕

12 川
かわ

魚
ざかな

料
りょう

理
り

(鯰
なまず

・鯉
こい

・鮒
ふな

・鰻
うなぎ

料
りょう

理
り

)
未指定(民俗)

沼が点在する館林地域
では、昔から鯰・鯉・
鮒・鰻などの川魚料理
が食されてきた。館林
のもてなし文化の特徴として、川魚料理をふるまう
ことがある。中でも鯰が有名で、天ぷらや小麦粉を
あえて揚げたタタキアゲは、この地域の代表する料
理となっている。 〔※市内の川魚料理店でご賞味ください〕

28 正
しょう

田
だ

醤
しょう

油
ゆ

(株)旧
きゅう

店
てん

舗
ぽ

・主
おも

屋
や

 [正田記念館]
国登録有形(建造物)

城下町で江戸時代から
商家を営む正田家は、
「実りの沼」によって育
まれた館林特産の小麦
や大豆を材料にして、
明治６年(1873)に醤油
醸造を開始した。正田記念館は嘉永６年(1853)建
築の店舗・主屋で、正田家の歴史と醤油醸造に関す
る資料が展示されている。

30 創
そう

業
ぎょう

期
き

日
にっ

清
しん

製
せい

粉
ふん

館
たて

林
ばやし

工
こう

場
じょう

事
じ

務
む

所
しょ

 [製粉ミュージアム本館]
未指定(建造物)

明治43年(1910)に日清
製粉株式会社館林工場
の事務所として建てら
れた木造２階建ての洋
風建造物。「実りの沼」
によって育まれた館林特産の小麦を原料として、日
本近代製粉業発展の歴史を伝える。創業110周年を
記念して製粉ミュージアム本館として公開された。

37 館
たて

林
ばやし

のうどん
未指定(民俗)

江戸時代に「饂飩粉」（小麦
粉）は館林藩の特産として
将軍家へ献上されていた。
「里沼」と利根川・渡良瀬川
がもたらす豊富な水資源が
小麦栽培に適した肥沃な大
地を生み、長い日照時間と赤城おろしと呼ばれるか
らっ風による乾燥した気候からうどんの産地となっ
た。“麦都”館林のもてなし文化に欠かせない名産品
である。 〔※市内のうどん店でご賞味ください〕

38 麦
むぎ

落
らく

雁
がん

未指定(民俗)

大麦粉を利用して作られ
た麦落雁は、館林を代表
する銘菓で、文政年間
(1818～30)に完成して
以来、館林城主献上の栄を賜ったという。城下町に
根付いた茶道菓子から発展し、明治時代には「つつ
じが岡」の園内で館林名産として販売され、沼辺の
もてなし文化を彩るものとなった。
 〔※市内の土産物店でご購入できます〕

多々良沼野鳥観察棟 日本遺産「里沼」展示 コーナー
構成文化財「カナクソ」や
パンフレット類もあります。
【FREE WI-FI SPOT】
■場所：多々良沼野鳥観察棟
(群馬県館林市 日向町 日向漁港前)
■開館：年中無休 9～16時まで
■入館：無料
■問合せ：館林市市民環境部
　　　　 地球環境課
TEL 0276-47-5125

―「実りの沼」・多々良沼散歩―
編集・発行　館林市「日本遺産」推進協議会　歴史文化部会
　　　　　　　　　（館林市日本遺産プロジェクト）
　　　　　　〒374-0018　群馬県館林市城町３番１号
　　　　　　TEL　0276-71-4111
編集協力　　東京電機大学未来科学部建築学科建築史研究室
　　　　　　邑楽町役場企画課・商工振興課・邑楽町教育委員会生涯学習課
　　　　　　群馬県立多々良沼公園（JA邑楽館林千代田町緑化組合）
図版提供　　館林市史編さんセンター
　　　　　　ヤスラオカイッペイART STUDIO
写真提供　　中山健一　群馬県館林土木事務所
発 行 日　　令和３年（2021）２月26日
※本パンフレット記載内容の無断転載を禁止します。

日本遺産「里沼」を歩く②

日本遺産「里沼」構成文化財〔多々良沼周辺〕

●は、日本遺産「里沼」構成文化財の番号です。№



：現在の散策路
：公共バス巡回線
　（多々良巡回線）
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（天沼）
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いこいと花のエリア

たたらの社エリア

野鳥と湿原のエリア

自然ふれあいエリア

★ヨシ原

★ヤナギ

★マコモ群生地

★栽培池
・オニバス
・コウホネなど

★コゴメヤナギ
　オオアオスゲの群落

成島西駐車場

成島東駐車場

★つばめのねぐら

●おうら創造の森

松沼南駐車場

松沼北駐車場

WC
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★★

アリマシノ

中野沼と水生動植物群

桜土手・桜のトンネル

【邑楽町指定天然記念物】
群馬県内で初めて発見さ
れたタケ科の植物で、県の
絶滅危惧ＩＡ類に指定さ
れている。

大谷休泊が開削した下休
泊堀(逆川)の堰堤には現
在ソメイヨシノが植えら
れ、春の桜シーズンには
観賞スポットとなる。

家族連れに人気の遊具
が設置してあり、人が訪
れたくなる憩いの空間
を創出している。

公園内で最も広いエリア。
残された雑木林やヤナギ
を保全するエリアとなっ
ている。

冬は白鳥の飛来地となり、
最も野鳥観察を安心して行
えるエリアで、柳の群落に配
慮している。

自然観察・学習の場となっ
ている。またボランティ
アによる自然環境保全活
動の拠点。

沼を干拓したエリア
昭和になって沼の北側が干拓され農地に変
わった。現在は整然と並んだ美しい農地が
広がっている

関東ローム層（赤土）が覆う洪積台地。もとは雑木
林や野銭林が広がっていたが、大谷休泊により農
地として開拓されたと伝えられ「大谷原」という
地名が現在も残っている。

干拓された多々良沼北部は大築堤が
行われ東武鉄道の線路が建設された。

【邑楽町指定天然記念物】
中野沼にはマミズクラゲ
をはじめとする貴重な水
生動植物群が生息する。

館林市

第八小

多々良中

ホームセンター

スーパー

多々良公民館

高根グラウンド

群馬県立館林美術館

館林自動車教習所

（①ドンダラサマの足跡）
（②ドンダラサマの足跡）

邑楽郡 邑楽町

大谷休泊により開削された下休
泊堀は多々良沼を水源とする用
水堀で周辺地域に実りをもたら
した。

この地図は館林市都市計画基本図 1/2,500 を使用したものである。
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邑楽町観光情報
邑楽日和

関東有数の釣りスポット。ブラック
バスやヘラブナなどの釣り場として
多くの人が訪れるほか、夕陽のビュー
スポットとしても知られている。

2 日向漁港桟橋

平成27年(2015)に全面供用された自然
公園で自然ふれあいエリア･いこいと花
のエリア･野鳥と湿原のエリア･たたらの
杜エリアの四つのエリアからなり、県内
有数の野鳥の宝庫となっている。また、
自然ふれあいエリアを中心にイベントな
どが定期的に行われている。
[写真は多々良沼公園ボランティアセンター]

群馬県立多々良沼公園整備に先立って平
成14-15年に実施された発掘調査から、
11基の炭焼窯跡と大量の炭化材が確認さ
れ、地名から「松沼町遺跡」と命名された。
ここで生産された炭が、製鉄時の燃料と
して使用されていたと推測され、「実りの
沼」＝多々良沼の歴史をうかがい知ること
ができる。
[遺跡はボランティアセンターの場所で確認されました]

6 群馬県立多々良沼公園 松沼町遺跡

毎年ＧＷには、長さ130mにも及ぶ
藤棚が満開になる。公園内には芝生
広場もあり人々の憩いの場になって
いる。

9 邑楽町多々良沼公園

多々良地区に伝わる巨人伝説「ドンダ
ラサマ」の足跡が、堰番と呼ばれる場
所の雑木林の中にある。ドンダラサ
マは雲をつく大男で七歩半で富士山
まで着き、腰をかけたという。

13 木戸の堰番

日向漁港になっている周辺が「多々良沼遺跡」で製鉄生産址とされている。水
面下で多くのカナクソ（鉄滓）が採取できる。「多々良」は「蹈鞴（製鉄に用いる送
風機のこと）」に通じる言葉であり地域の伝説によれば平安時代末の万寿２年
（1025）、宝日向なる者がこの沼の水が製鉄に適するとして当地で製鉄を開始
したとされ、沼が「たたら」と名づけられたといわれる。

1 多々良沼遺跡

38点の彫刻作品が展示される約２
kmにも及ぶ散策路。多々良保安林は
戦国時代に防風林、防砂林として植
林されたものといわれている。

4 彫刻の小径

大谷休泊は多野郡平井城主上杉憲政
の臣。上休泊堀（太田市内ヶ島より明
和町大輪に通じる用水）、下休泊掘
（多々良沼より明和町江黒に通じる用
水）を開拓した。

7 大谷休泊の墓

多々良沼の西部分にある通称「ガバ
沼」には白鳥が飛来し観察スポットと
なっている。毎年1月最終日曜日には
白鳥まつりが開催される。白鳥飛来
は11月中旬から3月上旬頃。（見頃は
１月下旬～２月上旬）

11 ガバ沼の白鳥

白鳥が飛来する多々良沼公園内に建
つ美術館。平成13年（2001）に群馬
県内２館目の県立美術館として開館。
自然と人間の関わりを示す作品の展
示や教育普及事業を行っている。

3 県立館林美術館

鎌倉幕府滅亡時、執権北条高時の弟
らがこの地に落ち延び建立したとい
う神社。５月５日と11月の第一日曜
に浮島弁財天祭が行われ、弁財天の
ご神体が公開されている。

10 浮島弁財天

邑楽町史跡に
指定されてい
る鶉古城(うず
らこじょう)は
鎌倉時代に北
条氏が築いた

城で、天正18年(1590)廃城となる。
現在でも多々良沼公園内には、戦国
時代に築かれたと思われる大きな土
塁が残っている。城で打たれた脇差
鶉古城打は、邑楽町重要文化財に指
定されている。

14 鶉古城と脇差鶉古城打

約６～7万年前に利根川が形成した良
好な形状を残す希少な自然堤防の砂
層である。利根川が後退する古東京
湾を追って、かつての浅海底に流路
を伸ばしていく。

5 内陸古砂丘

大谷休泊を祀る神社で、大谷休泊翁
合祀記念碑がある。鳥居の根巻部分
には狛犬の姿が彫られている。鳥居
は天保５年（1834）に造立され、参道
脇や拝殿前には狛犬の姿が見られる。

8 大谷神社

曹洞宗の寺院。春には、参道脇にシ
ダレザクラが咲く。また、延宝８年
（1680）の笠付き青面金剛像が置かれ
ている。館林市指定重要文化財の「北
条氏「虎印」制札」と「榊原康政禁制」が
伝わる。

12 龍興寺


